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ボサノヴァ：
リオデジャネイロの魂のサウンド

　ボサノヴァは、ブラジルを代表する音楽ジ
ャンルとして世界的に広く知られています。
しかし、それだけではありません。もしリオ
デジャネイロという街に魂があるとしたら、
その魂はきっとボサノヴァを歌うでしょう。

　1950年代後半に生まれたボサノヴァは、既
存のリズムを融合したもので、主にリオデジ
ャネイロのサンバ、アメリカのクールジャ
ズ、そしてヨーロッパのクラシック音楽から
成り立っています。「ボサ」という言葉は、
1930 年 代 に ノ エ ル・ ロ ー ザ の「Coisas 
Nossas」というサンバの中で初めて登場し
ました。「ボサ」は物事のやり方を意味し、

「ノヴァ」は新しいという意味です。つまり、
ボサノヴァは「新しいやり方」と訳すことが
できます。サンバのあふれるような躍動感と
は異なり、ボサノヴァはささやくように歌わ
れます。波のように揺れるシンコペーション
の効いたギターのリズム、親密に語りかける
ようなボーカル、そして滑らかなハーモニー
はボサノヴァを特徴づける重要な要素です。
　トム・ジョビン、ヴィニシウス・ジ・モラ
イス、ジョアン・ジルベルトといったアーテ
ィストたちに率いられたボサノヴァは、リオ
デジャネイロの日常の中にある美しさを描き
出す音楽です。たとえば、有名な『イパネマ

の娘』という曲の背景には実在の女性がモデ
ルとして存在していましたが、ボサノヴァ全
体にとって本当にインスピレーションの源と
なっているのはリオデジャネイロという街そ
のものなのです。多くの歌詞には、リオデジ
ャネイロの夕暮れ、その海岸沿いを歩く恋人
たち、そこで生きる女性たちの永遠の魅力が
詠われています。『イパネマの娘』はその代
表例で、浜辺へ向かって歩く若い女性の飾ら
ない優雅さを描きながら、リオデジャネイロ
という街が持つ美しさと、さりげない気品を
表現しています。
　『コルコバード（Corcovado）』もその好例
です。キリスト像がそびえるコルコバードの
山を望みながら、アーティストが恋人への想
いを歌にした作品です。リオの街並み──
山々が海へと流れ込むように連なり、太陽の
下にビーチがどこまでも続く風景──がそこ
にあります。まるで波のリズムや、ヤシの木
の揺れ、そして浜辺で過ごすゆったりとした
時間の流れが、そのまま溶け込んで作られた
かのようなメロディーです。
　もちろん、すべての曲がリオデジャネイロ
を題材としているわけではありません。ボサ
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ノヴァの別の代表曲「Desafinado」でトム・
ジョビンは、「ボサノヴァはきちんと歌えな
い歌手のための音楽だ」と批判した人々に対
する反論を歌に託しました。「Desafinado」
はポルトガル語で「音程が外れた」「調子外
れの」という意味です。この曲は、ボサノヴ
ァの繊細でささやくような歌唱法を「音痴」
と批判した人々への、ユーモアと皮肉を込め
た曲なのです。
　1960年代初頭になると、ボサノヴァはブラ
ジルの国境を越えて世界へと広がっていきま
した。誕生当初はアメリカン・ジャズから大
きな影響を受けたボサノヴァでしたが、今度
は逆に、ボサノヴァがジャズに影響を与える
時代が訪れたのです。フランク・シナトラ、
スタン・ゲッツ、オスカー・ピーターソン、
エラ・フィッツジェラルドといった名だたる
米国のアーティストたちも、その音楽活動の
一時期をボサノヴァの探求に捧げました。注
意深い聴き手なら、ジャズ曲の中にボサノヴ
ァのビートを聞き分けることができるものが
あるはずです。
　ボサノヴァのムーブメントは、1964年にブ
ラジルで始まった軍事政権の下で、多くの音
楽家が検閲や亡命を余儀なくされたことや、

「ボサノヴァはエリートのためだけの音楽だ」
という批判などを背景に、1966年頃に一つの
社会的運動としての幕を閉じました。しか
し、ボサノヴァそのものが消え去ったわけで
はありません。独立した音楽ムーブメントと
しての役割は終えたものの、その音楽は今な
お演奏され続けています。そして、ボサノヴ
ァはその後に生まれた数々のブラジル音楽の

スタイルの礎となり、今日に至るまで大きな
影響を与え続けているのです。

　ボサノヴァは、リオデジャネイロという街
の音そのものと言っても過言ではありませ
ん。ボサノヴァを聴くということは、イパネ
マの砂に降り注ぐ太陽のぬくもりを感じ、
山々を背景に街の灯りがまたたくのを眺め、
そして、ささやくときでさえ踊っているよう
な街の静かな詩情を感じ取ることなのです。
単なる音楽ジャンルの域を超え、ボサノヴァ
は世界中の聴き手を今日も魅了し続けていま
す。
＊新米のボサノバファンには以下の曲がお勧
めです：「Garota de Ipanema」「Samba do 
Avião」「Desafinado」「Insensatez」「Wave」

「Pela Luz Dos Olhos Teus」「Ela É Carioca」
「Chega de Saudade」「Águas de Março」
「Samba de Uma Nota Só」「Corcovado」「Este 
Seu Olhar」「Só Danço Samba」。
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